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人口は882万3,453人　人口減少が続く
国勢調査及び「大阪府の推計人口」によると、大阪府の人口は、戦後から昭和45年までは、毎年20万人前後の人口増加が続きました。その後、増加は緩やかとなり、平成に入ってからは、ほぼ横ばいで推移し、平成22年をピーク(886万5,245人)に平成23年からは減少に転じ、令和元年10月１日現在の人口は882万3,453人となっています。

近年の人口の自然増減(出生者数－死亡者数)は、増加で推移してきましたが、平成22年から減少に転じ、令和元年は２万6,817人の減少となっています。また、社会増減(人口増減－自然増減)は、令和元年は２万5,704人の増加で、令和元年の人口増減数(自然増減＋社会増減)は1,113人の減少となっています。一方、大阪府の世帯数は、戦後から一貫して増加傾向にあり、令和元年10月１日現在408万4,935世帯で、前年から４万7,813世帯増加しました。

※増減数については、前年10月から当年９月までの１年間について集計し、当年10月1日現在を捉えたものです。
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年齢区分別人口


大阪府も超高齢社会に
年齢３区分(年少、生産年齢、老年)別人口では、平成27年10月１日現在の年少人口(０～14歳)は、109万3,111人(３区分合計に占める割合は12.5％)、生産年齢人口(15～64歳)は、534万1,654人(同61.3％)、老年人口(65歳以上)は、227万8,324人(同26.1％)となり、いわゆる超高齢社会(総人口に占める老年人口の割合が21％超)に入っています。老年人口が増加を続ける一方で、年少人口は昭和55年から減少に転じ、平成12年には年少人口と老年人口が逆転しています。

労働力人口及び就業者数

　労働力人口及び就業者数の傾向
平成27年の労働力人口は398万8,749人となっています。男性は224万5,240人で、平成７年をピークに減少が続いています。女性は174万3,509人で、平成７年をピークに平成12年から27年までは174～176万人程度で推移しています。
平成27年の就業者数は377万7,655人となっています。男性は210万8,921人で、平成７年をピークに減少が続いています。女性は166万8,734人で、平成７年をピークに163万人程度で推移していましたが、平成27年の調査では平成７年を上回りました。

 人口、世帯数の推移(各年10月1日) 





※昭和30年から平成27年までは国勢調査結果、令和元年は令和元年10月１日現在の


「大阪府の推計人口」を掲載しているため、グラフの線を繋いでいません。





 人口増減の推移 





[大阪府統計年鑑　第3章6表より]





[統計課「大阪府の推計人口」、


大阪府統計年鑑　第3章1表より]








 年齢区分別人口の推移 





[大阪府統計年鑑　第3章12表より]





[大阪府統計年鑑　第3章13,14表より]





 15歳以上労働力人口及び就業者数の推移 





 就業者数 





 労働力人口 








